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タ
バ
コ
に
は
ニ
コ
チ
ン
が
含
ま
れ
、

ニ
コ
チ
ン
は
中
毒
に
な
り
易
く
健
康

へ
の
悪
影
響
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
喫
煙
に
よ
る
煙
や
タ
ー
ル

等
の
有
害
物
質
が
周
囲
の
人
に
受
動

喫
煙
の
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。

何
と
言
っ
て
も
、
日
本
国
内
で
推

定
年
間
1.5
万
人
も
の
人
が
受
動
喫
煙

が
原
因
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
（
①

『
喫
煙
と
健
康
』
49
頁
）
。
左
図
参

照
（
脳
卒
中
、
心
臓
、
肺
が
ん
等
）
。

こ
の
1.5
万
人
の
数
字
は
昨
年
の
交

通
事
故
死
者
（
３
６
９
４
人
）
の
４

倍
で
す
（
頁
下
部
グ
ラ
フ
参
照
）
。

更
に
、
驚
く
事
に
能
動
喫
煙
者

（
直
接
の
喫
煙
者
）
は
、
国
内
で
年

間
12
万
人
～
13
万
人
死
亡
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
（
同
①
49
頁
）
。

現
在
の
成
人
喫
煙
率
は
男
性
（
28
％
）
、

女
性
（
9
％
）
で
、
平
均
約
18
％
で

す
。そ

し
て
、
年
間
の
国
内
全
死
亡
者

数
は
１
３
０
万
人
で
あ
り
、
約
10
％

（
13
万
人
）
は
能
動
喫
煙
が
原
因
で

死
亡
し
て
い
る
事
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
長
期
喫
煙
者
の
半
数
近
く

は
、
喫
煙
が
原
因
で
死
亡
と
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
（
②
『
悪
魔
～
』
11
頁
）
。

喫
煙
者
は
、
生
涯
非
喫
煙
者
と
比

べ
約
10
年
間
平
均
余
命
が
短
か
く
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、
英
国
及
び
日
本

に
お
け
る
追
跡
調
査
に
お
い
て
同
様

の
傾
向
で
あ
り
、
35
歳
前
に
禁
煙
す

れ
ば
余
命
は
短
縮
さ
れ
ま
せ
ん
（
同

①
49
頁
）
。

受
動
喫
煙
の
防
止
は
「
健
康
増
進

法
25
条
」
に
定
め
ら
れ
、
そ
の
努
力

義
務
を
現
在
は
定
め
て
い
ま
す
。
飲

食
店
に
と
っ
て
は
、
禁
煙
と
す
る
こ

と
で
売
り
上
げ
が
低
迷
す
る
と
考
え

て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
非
喫

煙
者
が
80
％
以
上
で
す
の
で
、
禁
煙

と
す
る
事
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
お
客

さ
ん
は
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

タ
バ
コ
を
吸
う
と
き
は
不
完
全
燃

焼
状
態
で
吸
い
ま
す
の
で
、
５
３
０

０
種
類
の
化
学
物
質
（
内
約
70
種
類

の
発
が
ん
物
質
）
が
発
生
し
ま
す

（
同
①
59
頁
）
。
副
流
煙
に
は
、
吸

入
煙
の
数
倍
も
の
有
害
物
質
が
含
ま

れ
ま
す
（
同
①
65
頁
）
。
ま
た
、
多

く
の
添
加
物
が
含
ま
れ
、
そ
れ
ら
は

食
品
で
は
な
い
た
め
成
分
が
公
表
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

１
９
８
１
年
に
日
本
の
平
山
雄

（
た
け
お
）
氏
が
世
界
で
初
め
て
受

動
喫
煙
の
害
を
発
表
し
ま
し
た
。

受
動
喫
煙
は
、
タ
バ
コ
か
ら
直
接

出
る
煙
、
人
の
吐
き
出
し
煙
及
び
衣

服
、
髪
等
の
付
着
物
質
か
ら
発
散
す

る
有
害
物
質
に
よ
り
発
生
し
ま
す
。

そ
れ
ゆ
え
、
飲
食
店
等
を
含
む
公

共
空
間
で
は
、
建
物
内
の
喫
煙
空
間

を
区
分
す
る
「
分
煙
」
で
は
不
十
分

で
す
。
漏
え
い
や
衣
服
等
へ
の
付
着

に
て
受
動
喫
煙
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。

「
屋
内
の
全
面
禁
煙
」
が
必
要
で
す
。

交
通
事
故
、

ア
ス
ベ
ス
ト
の
吸

引
、
喫
煙
な
ど
多
く
の
人
が
関
係
す

る
危
険
へ
の
対
処
は
法
律
が
必
要
で

す
。
法
律
が
な
い
な
ら
地
方
で
の
条

例
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
佐

倉
市
や
千
葉
県
に
お
い
て
「
屋
内
全

面
禁
煙
の
条
例
」
を
早
期
に
作
る
事

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

タ
バ
コ
を
取
り
巻
く
環
境
に
は
次

の
様
な
も
の
が
有
り
ま
す
。

①
税
金

佐
倉
市
で
は
昨
年
度
９
億

円
の
タ
バ
コ
税
収
入
。
国
と
地
方
全

体
で
は
年
間
約
２
兆
円
の
税
収
入
。

②
喫
煙
者
の
医
療
費

年
1.6
兆
円

③
自
民
た
ば
こ
議
連
の
業
界
擁
護

④
タ
バ
コ
へ
の
情
報
公
開
の
不
足

家
族
の
年
金
は
、
仮
に
月
10
万
円

減
る
と
10
年
で
１
２
０
０
万
円
減
。

タ
バ
コ
税
は
65
％
で
年
10
万
円
（
日

に
20
本
）
ｘ
40
年
で
４
０
０
万
円
。

タ
バ
コ
税
を
沢
山
納
め
、
年
金
受

給
額
減
、
余
命
減
は
残
念
で
す
。

国
の
年
金
会
計
は
、
１
２
０
０
万
円

減
が
13
万
人
で
年
1.6
兆
円
の
支
出
減
。

（
参
考
文
献
）

①
厚
生
労
働
省
Ｈ
28
年
度
『
喫
煙

と
健
康
』
全
５
８
６
頁
・
国
立
ガ
ン

研
究
セ
ン
タ
ー
へ
の
委
託
事
業
）

②
Ａ
Ｓ
Ｈ
『
悪
魔
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
』
日
経
Ｂ
Ｐ

③
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ヒ
ル
ツ
『
タ
バ
コ
・

ウ
ォ
ー
ズ
』
早
川
書
房

余
命
10
年
短
縮
と
年
金

年
間
12
～
13
万
人
死
亡

受
動
（
間
接
）
喫
煙
で

年
間
1.5
万
人
死
亡

タ
バ
コ
の
受
動
喫
煙
か
ら
年
金
受
給
ま
で

12
月
の
議
会
に
は
、
受
動
（
間
接
）
喫
煙
に
関
す
る
陳
情
が
4
件
も
出
ま

し
た
。
20
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
に
、
関
心
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
余
命
短
縮
と
税
金
、
年
金
受
給
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
ま
す
。

有
害
物
質
が
何
故
多
い
か

受
動
喫
煙
の
防
止

平
均
余
命
10
年
短
縮

喫
煙
者
の
半
数
近
く
は

タ
バ
コ
が
原
因
で
死
亡

税
、
医
療
費
等

タ
バ
コ
の
環
境

屋
内
全
面
禁
煙
へ

世
界
初

受
動
喫
煙
の
害

交
通
死
亡
事
故
は
、
激
減
し
、
昨
年
は

３
６
９
４
人
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
迄
に
、
『
道
路
交
通
法
』
に
て

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
努
力
義
務
（
71
年
）
、

義
務
化
（
85
年
、
92
年
、
08
年
）
、
非

装
着
警
報
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
義
務

化
、
飲
酒
運
転
の
罰
則
強
化
等
実
施
。

当
初
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
義
務
化

に
対
し
て
、
反
対
意
見
（
国
民
の
意
識

が
義
務
化
を
十
分
求
め
て
い
な
い
）
が

有
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
義
務
化
の
後

に
は
、
そ
の
安
全
性
が
認
識
さ
れ
反
対

意
見
は
聞
か
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

時事ドットコムニュースより

戦
没
者
追
悼
式
が
11
月
21
日
（
火
）

に
音
楽
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
か
ら
、
遺
族
に
限
ら
ず
ど
な
た

で
も
参
列
で
き
る
よ
う
に
、
案
内
状
を

広
く
配
布
し
参
加
を
呼
び
掛
け
ま
し
た

た
。
参
加
者
は
微
増
の
よ
う
で
す
が
平

日
の
た
め
、
仕
事
の
方
や
通
学
の
方
は

出
席
が
難
し
い
状
態
で
す
。

多
く
の
方
が
参
加
し
や
す
い
休
日

（
土
日
や
祝
日
）
の
実
施
が
望
ま
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
民
間
の
犠
牲
者
の
追
悼

も
十
分
意
識
し
て
行
う
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
戦
没
者
に
つ
い
て
は
、

全
て
の
戦
争
犠
牲
者
と
考
え
て
い
ま
し

た
が
、
戦
没
者
と
い
う
言
葉
は
、
戦
場

で
亡
く
な
っ
た
方
（
兵
役
に
就
い
て
い

た
方
）
の
意
味
が
強
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ゆ
え
、
一
般
の
民
間
戦
争
被
災
者
は
、

そ
の
追
悼
を
さ
れ
る
場
が
少
な
い
と
感
じ
ま

す
。
民
間
戦
争
犠
牲
者
に
対
し
て
も
十
分
に

意
識
し
て
追
悼
す
る
戦
没
者
追
悼
式
が
望
ま

れ
る
と
思
い
ま
す
。

戦没者追悼式は休日に

「
市
議
会
及
び
地
方
自
治
」
の
話
合
い

佐
倉
市
の
議
会
政
治
等
を
話
し
合
う
「
市
議
会
・
地
方
自
治
」
を
語
る
会
合
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
も
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
問
い
合
わ
せ
は
下
記
連
絡
先
へ
。

目次
１頁 タバコの受動喫煙ほか

年間1.5万人死亡（受動喫煙）
年間12～13万人死亡（能動喫煙）
平均余命１０年短縮
余命１０年短縮と年金

戦没者追悼式
２頁 議会概要

再生土問題（神門地区）
精神障害者医療費助成



議案種類 提出者 件数 主な内容（青字は否決された議案） 可決数

補正予算 市長 6
Ｈ29年度一般会計（歳入歳出とも6.4億
円増）、国民健康保険、農業集落排水、
介護保険、水道事業、下水道事業

6

条例改正 市長 9
議員報酬、特別職給与、一般職給与、職
員育児休業、公民館、土地埋め立て、景
観、市営住宅設置、市営住宅管理

9

契約締結 市長 1 音楽ホール天井改修 1
専決処分 市長 1 衆議院選挙費用 1

人事 市長 1 人権擁護委員の推薦（諮問） 1
請願 市民 1 公民館の有料化を行わない 0

陳情 市民 5

受動喫煙防止市条例（屋内全面禁煙）、
受動喫煙防止県条例（同左）、精神障害
者も重度医療費助成制度の対象に、受動
喫煙防止対策（県たばこ商業組合連合
会）、受動喫煙防止対策（飲食業組合）

2

意見書
（請願分は含

まず）
議員 6

憲法改正の慎重審議、水道民営化反対、
受動喫煙防止の健康増進法改正、核兵器
禁止条約批准、働き方改革推進法の提出
をやめる、東海第２原発運転延長を認め
ない

1

　 議 会 賛 否 一 覧 表
賛 成 ○ 　 賛 成 少 数 △ 　 反 対 ×

主 な 議 案

全
体

佐
倉
市
民
オ

ン
ブ
ズ
マ
ン

さ
く
ら
会

公
明
党

の
ぞ
み

市
民
ネ
ッ

ト

共
産
党

新
社
会
党

山
本
議
員

斉
藤
議
員

議 員 数 （ 合 計 2 8 名 ） 2 8 1 1 3 4 2 3 2 1 1 1

① 議 員 報 酬 条 例 改 正 （ 期 末 手 当 引 上
げ ）

○ × ○ ○ ○ × × × × ○

② 市 職 員 給 与 条 例 改 正 （ 給 与 引 上
げ ）

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

③ 公 民 館 条 例 改 正 （ 有 料 化 ） ○ × ○ ○ ○ × × × × ○

④ （ 陳 情 ） 受 動 喫 煙 防 止 佐 倉 市 条 例
制 定 を 求 め る （ 屋 内 全 面 禁 煙 ）

△ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ×

⑤ （ 陳 情 ） 精 神 障 害 者 も 重 度 医 療 費
助 成 制 度 の 対 象 に

△ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ×

⑥ （ 意 見 書 ） 東 海 第 ２ 原 発 運 転 延 長
を 認 め な い

△ ○ × × × ○ ○ ○ × ×
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佐倉市議 藤崎 良次

「
精
神
障
害
者
も
千
葉
県

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助

成
制
度
の
対
象
と
す
る
こ
と
」

を
求
め
る
陳
情
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

陳
情
内
容
は
「
県
の

重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
助
成
制
度
の
対
象
者

は
①
1
級
、
2
級
身

体
障
害
者

②
マ
ル
Ａ

か
ら
Ａ
の
２
ま
で
の
知

的
障
害
者
と
な
っ
て
い

る
が
、
精
神
障
害
者
は

対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。

関
東
７
都
県
で
対
象
と

し
て
い
な
い
の
は
、
東

京
都
と
千
葉
県
の
み
で

あ
り
、
東
京
都
は
前
向
き
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
千
葉
県
に

意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
も
の
で
す
。

こ
れ
に
対
し
、
議
会
の
文

教
福
祉
常
任
委
員
会
の
対
応

は
、
「
議
会
か
ら
意
見
書
を

千
葉
県
に
提
出
す
る
前
に
、

佐
倉
市
か
ら
千
葉
県
に
要
望

書
を
提
出
す
べ
き
」
と
い
う

も
の
で
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
公
明
党
の
意
見
は

「
陳
情
者
は
千
葉
県
に
直
接

提
出
で
き
る
の
に
市
議
会
に

求
め
る
の
に
は
判
断
で
き
な

い
」
と
い
う
も
の
で
、
佐
倉

市
議
会
の
責
任
を
ス
ル
ー
す

る
よ
う
な
内
容
で
し
た
。

今
後
、
佐
倉
市
は
新
年
度

に
千
葉
県
へ
の
要
望
を
出
す

よ
う
で
す
。
し
か
し
、
市
議

会
が
意
見
書
を
出
せ
ば
、
12

月
に
提
出
可
能
で
し
た
。
物

事
を
早
く
進
め
る
の
が
政
治

の
役
目
で
す
。

保
健
所
経
由
で
県
・
障
害

福
祉
推
進
課
に
藤
崎
が
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
「
他
県

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

調
べ
て
も
お
ら
ず
知
ら
な
い
」

と
の
こ
と
で
し
た
。
是
非
、

意
見
書
を
千
葉
県
に
提
出
す

べ
き
と
思
い
ま
し
た
。

（陳情）精神障害者医療費助成制度

市
内
の
公
民
館
使
用
料
は
、
こ
れ

ま
で
無
料
で
し
た
。
し
か
し
、

市
施
設
の
「
使
用
料
の
見
直
し

基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
有
料

化
が
市
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
18
年
7
月
か
ら
有
料

と
す
る
条
例
が
議
会
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
時
間
当
た
り
単
価

は
、
小
会
議
室
100
円
、
中
会
議

室
210
円
、
大
会
議
室
400
円
等
。

近
隣
で
は
、
四
街
道
市
と
八

千
代
市
（
大
き
な
ホ
ー
ル
を
除

く
）
が
無
料
で
す
。
有
料
化
に

よ
り
利
用
者
の
減
少
、
料
金
収

受
の
煩
雑
化
等
が
心
配
さ
れ
ま

す
。

公民館の有料化

議
案
賛
否
（
左
表
参
照
）

①
議
員
報
酬
引
き
上
げ

期
末
手
当
を
0.1
カ
月
引

き
上
げ
る
改
正
案
は
可
決

さ
れ
た
。
し
か
し
、
手
数

料
使
用
料
（
住
民
票
300
円

→
350
円
、
プ
ー
ル
の
子
供

使
用
料
100
円
→
150
円
）
等

の
値
上
げ
が
前
議
会
で
決

ま
り
、
市
民
負
担
が
増
え

る
状
態
で
あ
り
、
議
員
報

酬
は
据
え
置
き
で
良
い
と

判
断
し
藤
崎
は
反
対
し
た
。

②
市
職
員
給
与
引
き
上
げ

市
職
員
の
車
通
勤
費
は

県
基
準
や
国
基
準
よ
り
長

期
に
わ
た
り
現
在
も
高
い

の
で
、
引
き
上
げ
は
不
要

と
考
え
反
対
し
た
。

③
公
民
館
の
有
料
化

公
民
館
の
使
用
料
は

こ
れ
ま
で
無
料
で
あ
っ
た

が
、
７
月
１
日
か
ら
有
料

化
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

こ
れ
ま
で
通
り
無
料
と
す

る
こ
と
が
、
市
民
の
健
康
、

福
祉
、
教
育
水
準
維
持
向

上
の
た
め
に
な
る
と
考
え

藤
崎
は
反
対
し
た
。

④
受
動
喫
煙

防
止
市
条
例
制
定

屋
内
全
面
禁
煙
を
含
め

た
条
例
制
定
の
陳
情
で
あ

り
藤
崎
は
賛
成
し
た
。

⑤
精
神
障
害
者
も
重
度
医

療
助
成
制
度
の
対
象
と
す

る
こ
と
を
千
葉
県
に
求
め

る
陳
情

藤
崎
は
賛
成
し
た
。

⑥
東
海
第
２
原
発
の
運
転

延
長
を
認
め
な
い
意
見
書

39
年
に
な
る
老
朽
原
発

の
運
転
延
長
は
認
め
る
べ

き
で
は
な
い
。
藤
崎
提
出

11
～
12
月
の
佐
倉
市
定
例
議
会

市
長
か
ら
補
正
予
算
が
６
件
、
条
例
改
正
が
９
件
、
契

約
、
専
決
処
分
、
人
事
が
各
１
件
提
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に

請
願
１
件
、
陳
情
５
件
、
議
員
提
出
議
案
６
件
が
提
出
さ

れ
た
。
各
議
案
の
賛
否
は
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

トピックス

編
集
後
記

タ
バ
コ
の
「
喫
煙
と
健
康
」
に

つ
い
て
は
、
深
刻
な
状
態
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ニ
コ
チ
ン
は
ヘ
ロ
イ

ン
よ
り
中
断
し
に
く
い
と
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

喫
煙
者
に
個
人
差
は
あ
り
ま
す

が
「
タ
バ
コ
税
（
65
％
）
を
沢
山

支
払
い
、
余
命
短
縮
に
よ
り
年
金

受
給
は
少
な
く
な
り
ま
す
」
。
こ

れ
は
家
族
等
に
も
十
分
周
知
さ
れ

る
べ
き
で
す
。
「
新
型
加
熱
タ
バ

コ
」
（
電
子
タ
バ
コ
）
が
出
て
い

ま
す
が
、
そ
の
内
容
が
十
分
情
報

公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
安
全
性
に

つ
い
て
は
今
後
の
調
査
を
待
つ
必

要
が
あ
り
ま
す
。

市
内
神
門
（
ご
う
と
）
地
区

に
再
生
土
が
運
び
込
ま
れ
、
自

動
車
の
保
管
場
所
等
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
周
囲
に

異
臭
が
放
た
れ
、
県
に
よ
る
土

壌
検
査
に
よ
り
「
鉛
」
「
フ
ッ

素
」
の
環
境
基
準
超
過
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

千
葉
県
は
「
全
量
撤
去
」
の

行
政
指
導
を
行
っ
た
が
業
者
に
出
し

た
行
政
指
導
文
書
を
公
表
し
て
い
ま

せ
ん
。
市
議
会
で
公
表
を
求
め
て
も

「
県
は
公
表
を
拒
ん
で
い
る
」
状
態

で
す
。
公
表
し
て
具
体
的
な
行
政
指

導
内
容
を
、
県
民
・
市
民
に
示
す
べ

き
で
す
。
（
左
は
土
壌
検
査
採
取
地

点
を
示
す
）

再生土問題

佐
倉
市
非
常
勤
職
員
の
育
児
休

業
の
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
「
保
育
所
等
に
保

育
の
利
用
を
希
望
し
、
申
し
込
み

を
行
っ
て
い
る
が
、
保
育
が
行
わ

れ
な
い
場
合
（
待
機
児
童
）
は
、

２
歳
ま
で
延
長
が
可
能
と
な
る
」
。

こ
の
改
正
は
非
常
勤
職
員
（
任
期

1
年
）
に
は
適
用
で
す
が
、
臨
時

職
員
（
任
期
6
か
月
）
に
は
適
用

と
な
り
ま
せ
ん
。
臨
時
職
員
の
制

度
充
実
が
必
要
で
す
。

市職員の育児休業制度改正

佐
倉
市
か
ら
百
㎞
と
近

く
次
の
課
題
が
有
り
ま
す
。

①
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル

等
に
よ
り
、
日
本
の
原
発

は
極
め
て
危
険
な
状
態
に

な
っ
て
い
る
。

②
39
年
も
経
過
し
、

老
朽
化
し
た
東
海
第
二
原

発
を
20
年
間
も
運
転
延

長
す
る
こ
と
は
危
険
極
ま

り
な
い
。

③
運
転
を
延
長
し
、
廃

棄
物
を
こ
れ
以
上
増
や
す

事
は
更
に
問
題
が
あ
る
。

④
廃
炉
作
業
は
30
年
以

上
も
必
要
と
な
る
。
そ
れ

ゆ
え
地
元
経
済
は
30
年
は

維
持
で
き
る
。

⑤
過
去
の
燃
料
転
換

（
石
炭
か
ら
石
油
へ
）
と

同
じ
に
考
え
て
、
30
年
の

間
に
産
業
構
造
を
変
え
て

ゆ
け
ば
良
い
。

国
土
を
使
用
不
可
に
す

る
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
運

転
延
長
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

東海第二原発の運転延長について


